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ブラジルの金融市場動向 Weekly Report

先週のブラジル・レアルは、対米ドルで下落する一方、
ドル高・円安が進行したことを受けて対円では横ばいとな
りました。また、2年国債金利は小幅に低下しました。

18日（現地、以下同じ）にブラジル連邦議会の下院委
員会は、テメル大統領訴追の承認について、起訴を却下
すべきとの報告を39対26の賛成多数で可決しました。こ
れを受けて、年金改革法案の審議再開への期待感が高
まり、金利は低下しました。

為替につきましては、米上院が予算決議案を可決した
ことや、次期FRB（米国連邦準備制度理事会）議長が金
融政策正常化に積極的な人物となるとの思惑から、米ド
ルが買われ、ブラジル・レアルは下落しました。

経済指標では、インフレ率（IPCA-15）がほぼ市場予想
通りの結果となる一方、経済活動指数は市場予想を下回
りましたが、いずれも金融市場への影響は限定的でした。

【2】今週の見通し

今週はテメル大統領訴追について下院本会議で採決
が行われる予定となっています。下院委員会と同様に本
会議においても、大統領の起訴は却下される見込みと
なっており、年金改革法案の審議再開への期待感は一
段と高まるものと考えられます。

一方、先週の下院委員会での採決では、前回7月に行
われた同様の採決に比べて、大統領への支持票がわず
かに減少しており、大統領の求心力低下が進んでいるこ
とが懸念されます。今後の構造改革や財政再建の成否
を占う上で、本会議での採決には引き続き大きな注目が
集まります。

また、今週はCopom（金融政策委員会）が開催され、25
日に政策金利の発表が予定されています。市場予想は
0.75％ポイントの利下げとなっており、前回のCopomにお
いて言及されたように、利下げ幅は縮小される見込みで
す。

（出所：ブルームバーグより大和投資信託作成）

※四捨五入の関係で数値とグラフの目盛りが一致しない場合があります。

【ブラジル 金利推移】

【ブラジル・レアル 為替推移】

2017年10月23日

（2017年9月22日～2017年10月20日）

（2017年9月22日～2017年10月20日）

【2017年10月14日～2017年10月20日までの推移】
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